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すべり台､ジャンボサッカーに、

子供達の笑顔がIまじIﾅる。

＜～＝￣て￣－－

青
年
部
、
婦
人
部
の
出
店
も
大
に
ぎ
わ
い
。

甕
弧

ＩＦ■ 

二
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、
毎
年
恒
例

の
な
か
し
く
つ
冬
ま
つ
り
に
消
費
拡
大
委

員
会
は
、
中
標
津
牛
乳
を
使
っ
た
「
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
」
、
「
ホ
ッ
ト
コ
コ
ア
」
、
そ
し
て

当
委
員
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヒ
ッ
ト
商
品
「
ジ

ャ
ン
ボ
牛
串
」
を
販
売
し
ま
し
た
‐

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
大

小
の
雪
像
が
並
び
、
雪
上
ジ
ャ
ン
ポ
サ
ッ

な
か
し
く
つ

茎
ま
つ
り
を
終
え
て

青
年
部
消
費
拡
大
委
員
会

副
委
員
長
板
祇

力
１
．
雲
上
ク
イ
ズ
か
る

た
、
文
化
会
館
内
で
は
ヨ

サ
コ
イ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
続
き
、
午
後
五
時
か
ら

開
会
式
、
雪
像
入
賞
発
表
、

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
農
協
職
員
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
夕
方
の

活
動
も
行
う
こ
と
が
で
き

前
年
の
倍
以
上
用
意
し
た

「
ジ
ャ
ン
ボ
牛
串
」
も
一
一

日
目
の
唇
一
過
ぎ
に
は
売
り

切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
、
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
青
年
部
員
の

皆
様
、
農
協
職
員
の
皆
様

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

、
一
価
１
 

２ 



己

一ﾉｰｰ ここ鬘￣￣Ｌ■ 
‐ 

エ
ン
ト
リ
ー
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、

多
く
の
観
客
の
声
援
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

〆甸Ｉ

二
月
十
六
日
、
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
「
開
陽
台
目
作
ソ

リ
大
会
」
が
、
開
陽
台
育
成

牧
場
内
特
設
会
場
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

が例さ無シ’１１；｛はる祭坊’'１場し’）
1零７１モイ|ミオしノ<’|ﾎﾞﾃﾞｾﾞl；１７，コが人１挺らでたをｌｉｉｊ
てびとま金安ン（±〆，ＩＷｌ}{ｌｌＨｌ公・チあ゜「、１１
の交変し、１１余卜ｌｌｆｌＩ炎チか｝iii）1ゼユる人伝の
うつわたｌｌな６イドト・ユオＬｌ１Ｍｉｌジ会いﾉﾄﾞ
□てらが、鰊あ部ル１，の雛ブヤⅡ'’’''１

Ｍ▲、Dな-

グいず、'115技’）』１の股ブ競夜をやン｜［ノ（］'１
ラま搬今イドコまの。の些技に体マフの会よ
ムし’）（１２は’し．’部が．はをマ台。、'１１）
をた１%はミスた人スと今｜、リ1きざ作１１１，１『
終゜が’１．がががを’１１１イlミスプミつんリスはイIz
えリヒ台だ、１１力洲じもの行てソに造競ｉｉｌｌ

、台の成今什’）スｉｊ１Ｉｔ委確リノノリ技１１
人人・ｿざ年に除タわ終１１か仁がでのは

$癖;:鰈Ｅ：｜蝉懲ザサは鱗
ｲjｆ観がエしガが米地し．′けし安、澱にと
iir寡、ンた人入るＡ１【たクでた′ＩｒＩＩｒ技あコ
ヘの人ト。もる６か。との゜１１：ｆｌＥのた｜Ｌ 

あノＩｆ会’）左アのらこh1iij．／i１１兄リス
つ援はＩ〈ク｡、れえ便ｌｉＩｋｉｉせま造
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關
陽
台
自
作

⑰ 
（.可

た
プ
レ
ハ
ブ
か
ら
、
「
魂
Ｉ
肱
川
附
腸
台
、
作
ソ
リ
入

会
」
の
行
板
が
降
ろ
さ
れ
る
と
、
汁
年
部
叩
以
た
ち
は
、

い
つ
も
以
ｆ
仁
安
端
の
炎
怖
が
兄
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん

で
だ
ろ
う
。

一〆壼 青年部開陽支部
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枝酪農 会学校酪農分中標津農業高等

｢チャレンジノ研究題名
凸q

集約放牧」

産業の酪農発展にⅢ 

、

貢献していきたい。

r、

三
年
保
科
斉
（
Ｊ
Ａ
中
標
津
・
俣
落
）

酪
農
分
会
分
会
長

高
校
卒
業
後
、
フ
ァ
ム
・
エ
イ
さ
ん
で

酪
農
へ
ル
パ
ー
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
酪

膿
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
の
酪
艇

縫
営
に
役
立
て
た
い
で
す
。

川
月
か
ら
は
各
農
家
さ
ん
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
が
、
『
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

■
０
■
｜
■
■
■
｜
■
■
．
■
｜
■
二
■
■

●平成14年度日本学校農業クラブ
北海道連盟主催の２大会で｢優秀賞｣を受賞

●東北海道実績発表大会｢優秀賞｣受賞
①全道実績発表大会｢優秀賞｣受賞

ｆＦ頁、

２－ 
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農
業
後
継
者
コ
メ
ン
ト
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三
年
奥
田
悠
平（
Ｊ
Ａ
中
標
津
・
当
幌
）

私
は
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ
に
酪
農
自

営
を
し
ま
す
が
、
商
校
で
嫉
ん
だ
集
約

的
な
放
牧
や
、
牛
舎
環
境
改
諜
・
蹄
病

了
防
な
ど
を
い
か
し
て
、
今
後
の
酪
農

縫
営
に
役
立
て
て
行
き
た
い
で
す
。

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
”
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合だからこそ繁殖管理'家畜改良課より
冬も終わ1)に近付いていき､後は春の到来を待つだけです）

しかしながら艀さん税金などでl亡しい毎１１を送っていることでしょう。

今１１１１は年度末も近いということで、繁殖成紙について考えていきたいと思いまれ

繁
殖
成
績
は
、
「
発
情
発
兄
率
」
と
「
受

胎
率
」
、
そ
し
て
「
任
意
待
機
期
間
（
ｖ
Ｗ

Ｐ
）
」
の
三
つ
の
数
字
で
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
受
胎
率
」
は
、
様
々
な
要
因
が
影
響
を

与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
と

共
に
、
ほ
ぼ
問
定
さ
れ
た
数
値
と
し
て
琴

え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
繁
殖
成
絞
は

主
に
「
発
情
発
兄
率
」
に
よ
っ
て
変
化
し

て
い
る
と
篇
え
ま
す
。

で
は
具
体
的
に
発
悩
発
兄
率
や
Ｖ
Ｗ
Ｐ

と
は
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か

・
・
・
？
．

第６の本能 発
情
発
見
率
Ⅱ
授
精
回
数
…
理
論

的
な
発
情
回
数

Ⅲ
諭
的
発
怖
川
数
と
は
、
繁
殖
対
象
小
、

無､
一■

発情）

■■■凸■ら■■●■■■■●■■●■■■■●■巳●■■●■●■■ロ■●■■｡■●■■●■■■｡■■■巳■■■■●■己■●●■のｍｅ■■の■ｅ■■午■｡■■■■巳Ｐ巴■■■Ｐ■■■巳■■■■■■ロ■■■■■■ｐ■■■■ロ■勺■■■■p■Ｃ■■｡■巳■■■■己｡■－■●■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■△■▲■｡

つ
ま
り
分
娩
後
の
任
怠
待
機
期
間
を
過
ぎ

た
牛
に
つ
い
て
、
Ｖ
Ｗ
Ｐ
後
か
ら
雌
終
授

精
Ⅱ
ま
で
の
耗
過
Ⅱ
数
を
梁
訂
し
、
発
情

周
期
（
一
・
卜
な
い
し
７
一
十
二
で
膝
し
た

数
に
一
（
雌
初
に
．
Ⅲ
あ
る
の
で
）
を
加

え
た
も
の
。
授
精
の
な
い
も
の
は
、
現
時

点
ま
で
の
経
過
Ⅲ
数
を
巣
計
し
ま
す
。
よ

っ
て
、
妊
否
に
は
関
係
な
く
計
塊
で
き
ま

す
。

<計算例〉

牛Ａ：最終授精＝分娩後160曰（３回自）

牛Ｂ：最終授精＝分娩後側OＢ（２回目）

ＶＷＰ６０Ｂ、発情周期20曰として、発情発見率は？

5÷<{(160-60)＋(140-60)÷20}十1>×100=50％
Fニマ

任意待機期間(ＶＷＰ)＝分娩後､初回授精

までにかかる目標日数

□ 

いいにんなはし苑
さる紫そに，.，出た兄い
た司航れみ、常い＊か
い如成でせ獄かもはが
と娠紙はて繊なの川で
忠率に次い的？で、*し
いＬ１ｎｌＩＩｌさにすれた
まに典はま我と。ぱで
すつな、し々凪ぞ七し
、い典ｿ&よ授つの○よ
て’八１１)ｻﾞうＷｉたた計う
゛と発１帥’卜め以か
おい兇やがに－１２？
ｍｉＪｉわ率獣い 、存

しれと｜ｳ（るまⅡ発
てて共ざのず指ｌ１１ｉ

ま｜｜搾欠１を」Ｗ延窄はでる期繁Ｉ

叩}t鳶jiiiﾋﾞw簾;:蝿
lilMi懸了iii難鐵蝋li；
が擬まり効の、がと以侍る外<く
あです、率こつ低さ上統こしたは
る、｡このとま［てれは性とまめ、
と（～－れ悪はりすて/《をです、ｉｉ
ｌｆ・般をい、搾るい}得、。その
わＣ的維１９］泌乳とま１１る期柾のエ
ノＬ上に済１１M乳Ⅱ、す、こ待怠期不
て鑓は的が鹸数平。初とさ侍１１{］ル
い／、’11延朧が均産がれ機をギ

繁
殖
対
象
外
牛
は
除
外
す
る

５ 

第６の本能

エッチ(発情）
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口
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■ 出
会
い
の

き
っ
か
け
を
大
切
に
。

『
１
‐
釦 ！ 冬季交流会開催

腰
１
鷺

ＪＡ中標津農業後継者結婚対策協議会

中標津町農業後継者結婚対策協議会主

催による、酪農青年の冬季交流会が、２

月１４日～16日開催されました。
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ちぃ流はＢ'｜グでがイハｋｌで｜|,ｌｌｌれら拡のまＬＭまマが参はに
ら券・ウそ仁かニガ！、、卜｜′P共ム食′「八，''１Ｊ、,Ifl1し細すル’'’１‐力Ｉｌ１ｌＩ女今
ほ|〃｜ニェのから１１雌二でテ後ｌｉ１１、miI後上その杉をＬＬた介でエ標l几］し標ＩｆｌＩｌ１'］
ら気のス後なスは後次、ィＬ：作ソゼⅢ’かヤの納本少細・かにｌｒｌｋ［’まilkをの
・かピY〔タ、Ｉ）タ、は全女１時業ト'’１：らり俊介|:ＴｉＬ介ら、１Ｍ空、し=弊炎

、、視〉ill後炎ｿjH（港』〔た人喋流

壌鰄鮓iiIiiMjjiii1薦)iMif魏撫ぞⅧ‘：…,”ポト,：．流性ホにル《｡、し公

潅｝蝿i蝋;I1lii騨溌蝋三が》〔
うけ人ユ{ＩＬｏ感ヤかりでの迎允ど〆,／のiiiliiiMM1鍬鯆茂Ｒｿ)ド
ア伽は’食とり？’しフ炎。、クエ’１１わか膿ｉ,ｒリ，,，でる性が,,１２心｜もぃ炎に（よンドたう流ｿ）リレ

葎、

てこ会行力縢ラ会の収集スム
頑のしの機午y1lリイ会ｉｌｉ・合テいス
脹川か／ｋは後プ湖ト場に結゜イよテ
つ全し１１、ニルやⅡＩＦへ分来い＊いイ
てい－，１Ｍ筵Ⅱｻﾞも、間・蕊はよ終よへ

:蕊襯ｆ潅誠鱗織
:鰹浅i',｛饗#1聯益i'１１
纏抓鮭幽''；|剛滞・せ゜行な機ソは紙巡ア
す向の炎たつりのリリ）の発｜
･け’)、流Ｊｌｉｉた、フノ〔,|｣|：［Ｍ１でム
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健康管理の講習を笑いを交えて楽しく学びましだ。

Ｆ
１
熟
年
会
冬
期
研
修
旅
行
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１
Ｉ
 

しの行しグ人念ゴドらてん師保スラーｌＬ
み＋;亨米わみ、会狸［W，′|禺今い笑に健三当ン日熟
にさ１１きれ､ｽ､{1がま年まいヨセ台Ⅱﾄﾞま年
しんもま姿カホはプれ八しを雌ンにはホで全
てが雌し会ツテ、レヘートた交康タ分、テ、冬

琉艀鮎illi鵬'１１膳鮭jIiil瀧」雨＃
すしｆＷでｌでゲトの迎会楽に脈ホにでこ催
・て意はルは’さ〃え｜聯しつ雌テ忠｜＃］１１旅
くし谷、ハトれ々るにくい師ルま｜|$の行
れて大カツポまに〃は熱てのにれさⅡが
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１ 

畑のあちこち

マリンスファーム 畑の様子を載せまし
た

「．。

ようこそマリンスファームの
ホームページヘ

みんなの顔

北海道なかしくつ メンバーの紹介です

ジャガイモ
ころころ北海道の東の中標津という所で、ジャガイモを生産している農家のグ

ループです。

周りは酪農が多く、乳牛がいっぱい飼われていますが、その中の一部

で畑作農業が営まれています｡年間の平均気温は低いのですが､有機質が

簡単に手に入り、秋には美味しいジャガイモがたつくさん収穫できます。

ジャガイモの紹介
通販コーナー

伝＝板
楽しいメッセージ
待ってます

インターネットを始めて間もなくの頃、簡単なホームベージを開いたことがあ

りました。開いたというだけで更新もせず､そのままにしていたらＯＣＮのホーム

ページサーピスが変わるということで、無くなってしまいました。その時の経験

をもとに、ホームページ再挑戦です。

ページ上からもジャガイモが買えますし、掲示板なんかも作ってみました。楽

しいページになればいいなあ～と思っていますので、気のついた点があればメー

ルでも送ってください｡掲示板で楽しいコメントやメッセージ待ってます＆西崎敬造

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ･aurens・ｏｒ.』､/~malince/index・htm

クッキング

とっても

美味しいレシピ

－ 

７ 



今
回
の
企
画
は
、
寒
い
冬
に
手
先
も
体

も
動
か
し
て
、
史
に
温
泉
に
人
っ
て
な
ま

り
か
け
た
？
体
を
解
か
そ
う
と
企
向
さ

れ
ま
し
た
。

二
月
十
九
日
、
女
性
部
青
葉
会
冬
の
集

い
が
、
マ
ル
エ
ー
温
泉
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

十
三
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 iiiiiiiiii 

寒
い
冬
は

手
先
も
体
も
動
か
そ
う
７
．

ズレないように丁寧に･･･／

をたな秤
細くし段′1二
かをがの前
〈作で米’１１
〃｜）き窓は
かまる時、
すしよ’ニイⅡ
参たうも紙
加゜にち工
満久と上典
もし、つ教
おぷ蝋と霊
リリ］こしを
、に勝た行
眼手・もい
鏡先茶て、

しⅢ力で．」と、たを
〈か盛のの昼。＿上
、しり１１１梼食け
光な’名代さをを
実ががさんはが
しらりんがさら
たも、が楽み６
．、頭考し午？
Ⅱ祁か案み後
とやらす（こかＩ
なか足るしら寧
Ｉ）仁のゲてはに

ま、指１い、作
し’１光ムる毎Ｉ）
たつまを、ｌｎ１ま
。染でど全部し

｢角

尹堅

■ 

牌
四
■
一
二

。
須
一
一

」・・桑辨櫻鍼》認繩十一叫緬隷辨》》

鍵罎
■ 

鱗鷲

私の方が力もちノ

Ｏ⑥⑥⑤ＯＯＯＯＯＯＯＯＯｏＯＯＯＯＯ③⑥⑨｡ｏｏｏＯｃＯＣｃｏ⑥０．０｡Ｏ●③。⑥｡⑥Ｏ⑥ＯＯｏＯＯＯｃＣｅＤＤｃＯｃＯＯ⑥ＯＯＯＣ

る点い反労い奉施こにた初活iMi染てま行工研
女なう次打を活（｣ｒ,没とよ’|ｆ、mjjね終しｌ１ｌＩしい’|ミ修役
性ど記イ{こ点ね動ｉｉＩｉをがｌ）業クのた了い興た、験会興
活を念度がぎのimjイ「あ『|Fiil・レノ又会後研メ。「１寵は．
励踏すはＩＩＩ１ら取な効Ｉ）業1iliiエ打食は修二ま宅で、文
がまく、さいりどにま，汁なの会を（ｉＷ会ユたへ、今部
101えき女れな人の利しllIiiど宛を済修と１，のシイド１２
侍た年性まかれ取川たが、成行ま霊なで余おうばの
で、を部しら方Ｉ）しが多ＭｆをいせでＩ）ケつこす釿特
きま迎噛l’たもな組た、少千Ｊ亀ま、、＋’た産ン施典
ろたえ!:。柄どみ禰来兜の定し':磯if意材がケ識と

鰄蓬i蕊腿織、しりをⅢる

二
月
二
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
農
業
農
村
交
流

施
設
に
於
い
て
、
平
成
十
四
年
度
女
性
部

役
員
・
支
部
長
研
修
会
及
び
反
省
会
が
行

わ
れ
、
十
六
人
の
役
員
な
ど
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

｢＝ 

暦

創
立
別
周
年
を
迎
え
フ
０

次
年
度
活
動
に
好
期
待
。

場61,Ｊ繋場第緊製暘久．
i瀦紳illi郷“そ鵬
狩十襟７IrlT回五おでは馴務
宴周津年標通年願、、立連

織土ＩＭｉｌ鮪'Ciif緋総
念部月総会卜まさの間
式十合・八すん通年
’ＩＩＬ一文記［１゜のりに〆、

liL嬰鯆ｉｉｌ纈
前館演｜‐のつる
－１－－．皆て行
時時様お靴ド

で
し
ょ
う
か
。

役
旦
・
支
部
踵
の
艀
様
、

労
様
で
し
た
。

年
間
ご
片

シフォンケーキの要
蝋卵"を約80綱ひたすら讐１１ります
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ｃ
ｃ
ｃ
０
０
ｃ
ｃ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
【

農
業
農
村
交
流
施
設
ク
レ
エ
の

利
用
申
し
込
み

●始［１１－ご
ま､ドイリ利し込Ⅱ利す
で成〃１用まみ１１Nで
随卜受申すに六いに
'1ゲバ付込・つ）｝た
ｆ１２ｊＵＩみい米だ）Ｉ
ｌｊＬｌ１１ｉ］にてⅡいよ
）]つ、まてり
・い随でお、
Ⅱて｜l#のり納

受炎ま谷
Ｒ－ 

ｌナ流すＬ１'、

）Ｉ付Iliがの
イミけ,没、椿
１１を利ULl様
分１%｜川Ⅱに

材
料
な
ど
は
、
あ
る
る
よ
り
ご
提
供
い

た
だ
き
、
小
豆
か
ら
ゆ
っ
く
り
煮
込
ん
だ

汁
に
、
お
も
ち
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
た
そ
の

味
は
格
別
で
、
一
杯
食
べ
て
「
美
味
し
い

か
ら
」
と
、
タ
ッ
パ
を
持
参
し
て
災
い
に

米
る
お
寡
さ
ん
も
い
た
ほ
ど
で
、
ま
た
、

子
供
の
お
こ
づ
か
い
で
も
食
べ
ら
れ
る
蜜

二
月
八
日
、
な
か
し
く
つ
冬
ま
つ
り
に

於
い
て
、
食
品
加
エ
交
流
部
会
初
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
で
「
お
し
る
こ
」
を
販
売
し
、

前
日
準
備
と
当
日
合
わ
せ
一
一
十
人
の
部
会

員
が
参
加
協
力
し
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
温
か
～
い

味
を
地
域
住
民
に
。

●●● 

※・利Ｉ)「利午ｍ１Ｇ受

ifA鱗瓊１iuiii期

''細|i鱗と

て

し

鷲＃ｉｌｌ 
､I１ 

１ＩＪ 

ＵＪま
命で

に時一

をな輿民心てすあ近販さ
Ⅱ：'１いいにの、がんのイ光も
指交で求伝こ少、をおンし手
し流しぬえもし、'１１審しスま伝
、部よるたつで炎いるタしつ
Ｆ会うおいたも流たこンたて
作はか客と欄7部だのト。か
り今。ざ螢かを会け伽、
の後んえい勘（よのIfj］．一
lLltもに、味け道汁とン［ｌ
の司）,[｜そ１た藤がしビで
加地いの水小多て二約
二Iユ産た気を物ＸＺいば時パ
食地の持地のをよ゛代而
品梢でち域味使う純の杯
をこはけ住１つでＩ）１，ｋを

須臼

ど
を
地
域
の
帯
さ
ん
に
広
め
て
い
き
た
い

と
忠
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
活
動
に
ご
期

緋
ｒ
さ
い
。

●● 

延賠※合、１１ネリ
物僧ら施む,14用
・責な識協制
,没任い向組限
術勝機合
。什械ｊｉ
Ｍｉはなへ

、ど家
「Z

1YII 

なごのｊｉﾀﾐ
ﾋﾟイ１１値念
の談Ⅱ１む
舷卜.〃一
投さ法を
.いが必
滅ｏ解ず

に
て
精
算
の
こ
と

※
材
料
な
ど
に
か
か
る
遡
川
は
向
廿

●
利
用
時
間
及
び
休
館
日

一一戸

体ｌｌＩｉ
ｉｉｎ 
ｌｌｌＩＵ 

左１１′1き
すI1111liii
る.)し

体ｉＭｌ１ｌｉｉ
ｌｌｌｌＩ 

､及午
農ぴ後
協法Ⅳ．
ｌｋｆｌｔ時
紫に
１１晩

一藩一一

■ 

二

二
Ｆ

そ
こ
■

鐘
戻国､》’ 叡繍

ｃ
ｏ
ｏ
０
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
０
Ｂ
 

☆●● 

1藤liE椒蝋１Ｍ難
い２１屯％他鯉蝋繍謝
･占磯「二の為の勝すば
戸協さｆ報ｒＩ１ｆｉⅣ「。、

＃iii剛:脇VM＃＃
透Ｉｉｉｊｉは認ｆｌｕのを

、必・喫鵬」bEIlI
オ）ＭＳ

ＩＩＩＩ鈴【i’ずゴｌｉｉｕ償
い水込行こ し
合まみう処火て
わで.時、11菰ぃ

｡⑥ｃｃ⑥、Ｏ⑥００｡⑨ｏｃＯＯｏｏＯＯｏｏＯｏＯ、０．．⑭ｏＯｏｃＯＯｏＣａ
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ドルアイ
■.■ 

、■

大家族み－んなに可愛がって
たからぼう

毛らっている『宝坊』の陸＜′iﾉノ

たあつ１，ｋがだにくくりは好らまとらた’|〔迎）じちの」i（陸地勤人感

霊騨灘i螺囎灘澱:鑛継繊麗雛

1謹蕊鞭!:露溌
馴艘Ａ’１kミビ総娃緋鯉鰯１冊総fUj佛藤_:＃

F=、

つ
ば
い
が
恋
し
く
な
る
こ
と
が
多
々

あ
る
と
か
？
〈
取
材
Ⅶ
Ⅱ
も
少
し
だ

け
恋
し
が
っ
て
ま
し
た
～
笑
Ｉ
）

さ
て
、
パ
ハ
と
マ
マ
に
こ
れ
か
ら

の
陸
く
ん
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

と
靴
ね
る
と
、
パ
ハ
は
「
男
の
子
だ

か
ら
、
マ
マ
の
希
望
を
叶
え
て
く
れ

れ
ば
…
」
と
、
索
敵
な
お
篠
え
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

￣ 

■
Ｊ
Ｆ
 

〃宅、

パ
パ
と
マ
マ
は
も
ち
ろ
ん
、
人
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
人
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
伽
ち

ぇ
か
ら
に
ｉ

や
ん
進
と
み
’
ん
な
に
「
宝
坊
」
と
今
一
面

わ
れ
？
呵
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
服
兵
証
明
ｋ
家
族
の
人
気
行
‐
・

除
く
ん
！
そ
の
人
き
な
期
赫
を

背
負
っ
て
、
マ
マ
の
希
望
を
叶
え
て

あ
げ
て
ね
！１ 

liiijiiiiil 霧

小Ⅱ‐－１鍼娼鰯曄恥呼睦”

一
服

一一

鑿
ロロ

Ｆ 
Ｌ 患

石橋陸〈ん
いしぱしりく

2001年１１月１０日

石橋其徳・純美さん夫麥の
長男として生まれる。

、 ノ

110 



乳牛の心理を考えよう
採食量について

北根室地区農業改良普及センター

床
が
柵
リ
や
す
い
、
飼
榔
が
闘
い
（
ま

た
は
低
い
）
の
で
食
べ
に
く
い
、
隣
に
強

い
↑
が
鵬
て
邪
魔
さ
れ
る
な
ど
、
椛
々
な

鰹
川
が
あ
り
ま
す
。

食
べ
や
す
い
場
所
に
エ
サ
押
し
を
す
る
、

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ク
レ
ー
ル
の
、
川

腫
を
向
く
す
る
な
ど
の
に
犬
で
対
応
し
ま

し
ょ
う
。

緋
に
初
瀧
作
は
、
前
が
随
く
エ
サ
に
川

をのが
向恥減乾
｣エカ１１少い
さ、した
せエまり
るサす、
辮抑・変
のし特敗
1二で、にし
犬ザＬ奥た
が’卜はェ
人の、サ
切採袷は
で食い孫
す意’'１１食
｡欲数｜,{：

三
、
居
心
地
が
悪
い

Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
も
定
金
に
は
解
柵
で
き
ま
せ

ん
。
兼
材
が
命
な
の
は
飼
料
も
一
緒
で
す
。

良
質
な
粗
飼
料
や
、
し
好
性
の
商
い
飼

料
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

乳
牛
が
、
計
原
辿
り
に
飼
料
を
擁
食
し

て
く
れ
な
い
の
は
、
よ
く
Ⅲ
く
紙
で
す
。

し
か
し
、
食
べ
な
い
の
に
は
理
川
が
あ

る
は
ず
で
す
。

過
去
、
様
々
な
鷹
で
食
蝋
を
し
た
総
験

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
。
そ
の
小
で
、
「
こ

の
店
に
は
二
度
と
米
な
い
ぞ
」
と
思
っ
た

経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．
こ
の
状
況
を

乳
牛
に
当
て
は
め
る
と
、
乳
牛
の
心
理
が

理
解
で
き
ま
す
。

二
、
材
料
が
古
い

「
ま
ず
い
。
嫌
い
な
物
が
入
っ
て
い
る

四
、
店
が
遠
い
（
歩
く
の
に
疲
れ
る
）

←令

写真１トンネル換気の仮 乳を
'卜施食飼
は,渋くＷＩｉ
－・のにま
Ⅱレ行で
(ニイ<歩
トア［''１〈
ニウ数Ｕ１ｉ
Ｉトが離
卜が減が
二ｍし少遮
'１１１〃しい
゛なまと
飼場す、
ＮＩＩ谷゜エ
に、サ

慾えを（所’'二’|Ｗき
しま床広ンを乳のかに
たしやくク変’卜乳らく
いよ[millll〈スえの検ｉ１Ｈ〈
Ｍ１う櫛るぺた強成怠、
分・はこ’り弱統がま

糊羅：ﾐﾗｰか必た
゜の度対一リ血ら婆n

li鑑：
新
鮮
な
空
気
は
、
魁
熱
対
策
だ
け
で
な
く
、
食
欲
台

増
進
さ
せ
ま
す

「可

写真２連続水槽の似

まのえ１２やと、１１以Ｔｊ：し’1ｔけ
す解礼〃の、採がて’二人」'４蝋につき

･鰍'雫ilii繕嫌llFii輔補

騨烏蕊蕊
黛繊蟻料
が処うなと１
り介ど,}:〉iiLで子介。瀞｡ 

新
鮮
な
水
を
、
い
つ
で
も
十
分
に
飲
め
る
環
境
は
躍

食
量
の
向
上
に
つ
な
が
り
巖
す
酎

P 

■ 

乏
尹

毎
ロ
エ
ロ

瞳、 暦当欝罵５￣ 

１１ 
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蕊

Lエ

蕊

篝
Ｐ５公2５

霞
~OqP■ 鑿

蕊

'･漣

篝
蕊

ilili 
篝

…
…
 

鍵…
 

》
庵
唖
兇
】
●
話
、
討
晤
守
唖
凰
稲
毎
駅
呼
挟
硬経絡ボ，ｌｊや後lillii脈に

ｌ１ｆ衡今に｜越年さ、な道ニ
イ１２を後来ツ味へん1Wｆど股皮
部しの’）６はル｡艇の瀧川
武て１１に好アパネ家盗人」ル
|イミい標行さウ１業へ格学し
父きはつで卜と後搾を核た
部た当た、ドしは乳取に，ｌＦ
でい家’）冬アて、の１１１L進が
（よＬルミしはがもうミア・ｌ１ああ
会とでてスIlIiITi家ルｉｌｊ、る
i;Ｉの時いノ心IWFにパ［１＝ぞ
もこｌｉ１ｌま｜でしレミイ、イドう
つとにすモ、てり卜学１１１１で
とでゆ゜１釣ぃ家に校勉す
めしとビリま族もの強。
、たりルやすと行授し卒
し゜のをモ･共つ業て業
つあ(''１１にたを人後
かる１１１］タｍｉＩ１ｔＨ終１２は
’）酷と’き張え授、
とH1上一ス、りたＷｊ化

i鑿籔讓篝i篝篝鍵箪議鑿霧鑿鑿

場
は
約
而
鋤
前
後
の
乳
作
を
飼
育
し
て
い
ま
す
．

移
り
、
柵
阯
、
》
川
組
と
の
川
人
で
喉
枠
ら
し

し
た
而
も
兄
せ
、
人
き
な
体
と
と
も
に
頼
り
に
な
る
存
在

で
す
。

〈
行
年
部
調
行
・
広
糀
委
旦
会
川
Ｌ
Ｌ
黍

岡
校
時
代
は
隙
化
拙
に
入
り
、

庇
樹
さ
ん
は
標
茶
川
内
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
巾
概
梛
に

今
川
ご
紹
介
す
る
の
は
林
祓
樹
さ
ん
で
す
。

砲
丸
投
げ
で
灸
道
火
会

て
い
ま
キ
リ
？

lIjI 
、￣

霧

，
幻
咀
叫
産
・
財
一
瞬
出
叱
ら
】
門
ロ

牧

鑿篝議霧 鱗 蕊鑿iii

錘
議



暮
ら
し
の

春先にかけての

食中毒(二
気を付けて知

③ 

11- 北根室地区農業改良普及センター

①
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
は
比
核
的
熱
に
弱
い
た
め

が功と状や
あ兇いが嘔辿
りやわＪＡｌｌｌ：鮒
ま高れれ、は
す齢てま収食
の勝いすｿ耐]；
ではま。、の
、症寸‐二F・
iii状が１１綱Ｉ
葱が、ほ、二
が爪先ど苑Ⅱ
必〈控で熱後
典なノノ［''１なに
でるの復どｌ'[
す場弱すのき
･へいる癖一錠

Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｙ
は
災
調
で
⑫
三
（
一
二
（
小
さ
な
）

一
〈
。
一
三
二
二
（
球
形
の
）
エ
（
『
二
。
戸
］
『
８
（
柵

勝
一
を
し
た
）
〆
・
司
・
（
＄
（
ウ
ィ
ル
ス
）
の
頭

文
字
キ
」
と
っ
た
も
の
で
す
。
地
卜
顕
微
鑓

を
使
わ
な
い
と
み
え
な
い
く
ら
い
小
さ
い

も
の
で
す
。

しZY1(すウｆにク
まがの。イすで食
す｣輔ｉｌ１Ｓルるす中
･えにＲス食がｆｌｊｉ
る藷ＳへilJ、と
こ種ＶＳ醗秋い
のざはＲがかえ
時れオミＳあらぱ
則るにＶ｝）春変
にたカーまに場
食めキＩこすかが
’１１、なよ・け発
瀧力どる小て′ｌｚ
がキのも型多の
発のこの球〈ピ
ノI＝ｉｉ'ｊ枚で）形発Ｉ

へ三
、
予
防
法
は
？

二
、
症
状
は
？

、
肉
眼
で
は
見
え
な
い

Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
 

② 
熱洗あＳ人卜食
跡いりＶの分，1A
で.、まが手加へ
ｉｌ１ｊｌＭ‘す他や熱特
維１１１゜の綱しに
しし力食理ま力
またキ，(,'，器しキ
し器ををＬ↓よな
よ」Ｌ扱汚をうど
うｊＪｊつ染介･の
｡はたすし＿
洸子るて枚
浄ほこ、ＬＩ

Ｃ 
後、ＬとＳ
、〈がＲ（ま

件月別食中毒発生件数(1:Ijlu･Ifﾄﾞ）
０
５
０
５
０
５
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３
２
２
１
１
 

発生件数198件のうち、

30件がＳＲＳＶによるもの
です
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ｕ
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』
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８
爵
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２
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◎
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ｏ
ｃ
●
Ｄ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
●
●
●
Ｃ
ｏ
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⑨
●
ｏ
０
０
ｏ
●
ｃ
ｃ
の

Ｐ⑨⑨の｡⑨⑧ＯＯｏＣＯｃ□

Ｃ
 

Ｏ
 

〈
‐
川
は
、
発
碓
御
が
釧
路
と
い
う
蛎
で
、

せ
い
も
あ
っ
て
か
、
懇
親
会
で
は
、
Ｂ
Ｓ

●
 

函
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
レ
）
な
り
、
腱
水
Ｅ
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
怠
兄
が
交
わ
さ
れ

、
と
の
愈
兄
』
父
換
会
は
時
間
も
少
な
く
、
こ
る
な
ど
、
朧
リ
レ
Ｌ
が
り
を
み
せ
て
く
れ
ま

函
ち
ら
の
磁
側
な
ど
が
川
米
な
く
、
棚
足
川
し
た
。祝
察
研
修
の
祝
祭
場
所
は
茨
城
の
ｌ
Ｅ

ｍ
来
る
』
父
換
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

●
 

Ｔ
フ
ァ
ー
ム
を
拠
察
－
し
、
規
悦
の
人
き
き

●
 

ｅ
 

二
月
五
日
～
七
ｐ
Ｈ
に
、
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｃ
 

Ｄ
 Ｃ
 Ｏ
Ｄ
●
。
。
●
＆
、
●
■
●
⑥
。
●
●
Ｃ
ｏ
ｏ
●
、
。
ｏ
●
◎
の

綴
農
水
省
事
務
担
当
者

と
の
意
見
交
換
会
。

に察く股にＴしる［きせ
、シ、今瓜１１ゼフ祝たな、い
梼な参’''１紫倒ア察･どへも
無ｌ）力Ⅱのをさ’研、ルあ
ゾドま片、忠れム修Ｍｉバ行
にしに';i↑わ、をの’ノ｜て
り１１｝たと部せこULilLIこな力1
つがつ研るれ察察がど
て、て修光かし場リの懇
求いはは賊ら、所を怠胤
まい少移での暁はみ兄全
し恐々Ｊ１）し’|’＃(茨せがて
たい大||↑た標の城て交低
.｛''１変ＩＩＩｌ･ｒｌｋ人のくわ
をなかのきIれさＢ
ｌｌｉｌｌ祝典酷さＥまｊ１Ｌｓ

青
年
部
副
部
長
棚
取

芳

ｒ、

■
■
 

ｅ●●｡、●、ＣｏＣｏ●、●｡●Ｃ●●｡●ｅ①⑧Ｏ⑤｡⑥ｏＯｏｏＯｏＯ●⑧●⑧ＯｏＣ●｡。●●●●●⑥●②⑨⑥｡●●●●●●●●⑨｡⑤

農協理事者との懇談会を終えて。
青年部部長佐々木犬1lilli

去
る
二
月
四
日
、
恒
例
と
な
っ
た
青
年
部
と
農
協
理
事
者
と
の
懇
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

へ
７
Ｎ
は
「
汁
拡
１
部
綱
領
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
没
け
、
庁

年
部
、
ま
た
は
地
域
の
光
哉
と
し

て
、
皿
蛎
瀦
の
〃
々
に
提
・
壹
冨
、
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

へ
１
Ｍ
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理

iｌｆＤＤｌ 
行T、

』

刀
】 ■ 

濡血
０
 

‐
蕊

一らP戸

量－Jと

肘＝

一一週
_ 

二Ｊ

～ 

￣L￣■■ 

■ 

７ 

．－ｊ ２２０ 

一や一

なｉＩ１ｉな以’１１
行lfJillい外と
地で、し。とＬ
ｌＸあてし内て
そるいか祥は

れとくしま身

！;澱
内ら常年し留
容で仁部た一一
の十人ｊｉｌボケ
#'１°’１「がが勲

L壷Ij薑iifiii零iiiii;！
いにた「，しぞうＩｌｆの皮まのま恵みも，縦様らい、<ノililj、を
し勅まのIIIIzれいてら‐北｜えさのてを懇たかな極もがｉｌｉ

雛,,}ヌミ鰍鱗珊1灘出閻２辮liiミ紳總

繍縄擁餓ilj縦i雛:鰯壌
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２月の組合目誌
八七六ノi・FLl＝－－へlIH
、添、光、紫、つ、約、Ｉｉ１、艦、決鵬
ＩｉＩ：付．保業倍の農い」'ｚ史Aに,ＴＨｉ１Ｅイiミ，ｚ識，，
券ｋＭ'迩扮）'’’１Ｍ協て，聡新柄に収の成事時
タトドＭｒ（－１＃定イｊ透に，,ｉｉつ，‐結卜項
勝一りの業登パ材つ：,,ｉい［)1,采，几，、／平
』’のけＬ変〃産ル配い課てイ!：にイ,ｚ成
の変イｉｌ１腿法取ク進て業度つ度}
服史へ仁』:’ｌトク業務一い，＿｛ｉ
勝に僧つへに’勝」'１）］て二年
現っ’１’い’[:１つラの，'Ｍ１末）］二
ＦＭい』'『て’j'ｉい’業ののイ〈Ｊ，
－て業等て淳稀リ予進二
業ノノ窓ｒｉｉ姿１節例，、
勝法’’１，１１花ス統「］八
内州：ＩＵｌ〔，1ドに契ｌＩｉｉＩｉｆｉ［，

第
十
三
回
理
事
会
の
経
過

３１己 自治監査－６日

中標津乳牛改良同志会定期総会

証券外務員研修会

振興計画畑作部会

酪農実習生受入協議会役員会

乳検新規加入促進座談会

牛群管理プログラム研修会

融資協議

中標津農民連盟総会

釧根農民連盟総会

農業振興計画酪農肉牛部会

農業簿記研修会

農業振興計画生活・環境・担

い手部会

課税対策委員会

農協職員採用試験

第１回乳牛改良同志会役員会

第６回熟年会役員会

ルーキーズカレツジ意見交換会

中標津ETA勉強会

第８回青年部調査広報委員会

共進会代表者会議

第１２回青年部役員会

第６回畑対総会

農協職員採用面接試験

酪総研運営委員会

第２回役員協議会

てん菜振興会役員会

エゾシカ対策協議

第４回管理購買委員会

中山間事業役員会

第13回理事会

中標津乳牛改良同志会講習会

４日

６日

７日

ＢＥ 

１０日

'、 一へ’．ト｜‐トノし
ﾙﾋ、報て、、い、協＝公一｛'１，一変程、ｌ;１１，て拝
に平告役役て地議、」,ビ、交、災一噸腐紛〃
つ成事ｉｌｊｉＩＸ事各令ｉｌ１金農に業容規予法
い卜項賂選別項砿に標に業つ務盗凝処ノ|：
てljL1、／ｌｆ（ＩＦ懇、／交っｉ1kつ′'三い内潅－，１１附
年 典突談金い町い）膿て雰のの現脇
度(［他会のて腱て法力介ililI礎ルＬ

ｌｊｌＬ１１のＩｌ１ｉ協人法別定へ礎
）Ｉ険編「１人よ1１の，１１：｜》（に業一
木の仁程［'１い組添符つ勝の
雌ノ'111つと込手介付にい’ﾉﾘ制
岡入い識に（ill典風聞て春定
ｺネにて題つ｛Ⅱ力Ⅱ澱す力に
業つにい’船入一る法つ
慨いつて談との魂１１Fい

ｚ,。

i３Ｅ 

１４日

１７日

１８Ｅ 

20日

21Ｅ 

22日

２４日
｛i、１１１１－

Iii1、、！'「、況、
に字．W、紫１丘に１且
つＭＷｆｌｌ既成つ成
い寓の況卜いＩ
てｆ１状に｜)し１て｜ノリ
受ルｌＬつイ１２イド
１ｔにい)隆唆
仁つて－

１１２い）］１１
うて木，ｋ
祝伝′|モ
カUＴ
Ｉｌ １１ｌｉＩ【ｉ
武，ｌＦ－Ｅミ

の」し紫
１%１済概

Ｚ可

25Ｅ 

27日

２８日

｣ 

可五
｛
月尺
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
よ

、
プ
ロ気
搬
は
平
年
北
の
兄
込
み
で
す
。

よ

う二
・力

１１ 
間
降
水
ｌ｢･ 

ＩＩＬ 

（よ
、ＩｊＥ
イド
’ｉｔ 
で

う匹

気｡犬月
柵菰
は（よ
､「 川
ｲIz j9］ 
ｊｆｎ９ 
のに

兄変
込わ
みろ
でで

すし
。

」=

三
月犬
欠
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ

う
。
低
気
圧
の
皿
過
後
は
一
時
冬
剛

の
気
圧
配
澁
と
な
り
ま
す
が
、
腱
続

き
し
な
い
で
し
ょ
う
。

気
概
は
商
い
兄
込
み
で
す
。

可
能
性
の
大
き
な
天
候
の
見
通
し

．
’
ヵ
川
平
均
気
洲
は
、
十
年
並
か

闘
い
Ⅲ
能
性
が
上
き
く
、
そ
の
確
率

は
そ
れ
ぞ
れ
川
Ｑ
訂
で
す
。

向
こ
う
三
ヵ
月
の
天
候

Ｓ
力
目
予
報

Ｌ 

」
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タイトル通【）の懐しき古き１枚の写真です。

昭和20年代前半､終戦前のｶﾙﾁﾍﾞｰﾀｰによる､ウ

ネ起こしの､農作業風景。＿
Uq 
D■g oの

今て(は小豆の作付は根室地方では行われませんが､､終

戦前一昭和30年頃まではくご覧のように小豆、大豆の

;作付がされて､くま､した。今より暖かかったのでしょう

､がb･その後､､冷害などによりこの地方力くらは豆類の作
村はみられなくなりました。
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